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科　　　　　　目　　　　　　名

化学A：Chemistry A

科目区分 授業形態単位 授業時間学年

1Ｃ
教　員　名 竹内正美：TAKEUＣHI Masami

授
業
概
要

物質に関する学問である「化学」の基本的な考え方、すなわち物質の構造、変化に関する考え方の習得を目標とする。

学修単位

2 90分×30回 履修 講義・通年 －

到　達　目　標 評　価　方　法

１．物質の構造に関する知識が習得できる。
２．物質量の意味およびその利用方法が習得できる。
３．反応式のたてかた、量的な関係が習得できる。
４．酸、塩基の考え方、中和反応の意味が習得できる。

定期試験(中間試験も含む)：７０％
小テスト他：３０％

学習・教育目標 ａ ＪＡＢＥＥ基準１（２）  

前期中間試験

内　　　　　　容

物質の構造 はじめに、物質の分離 濃度 モル濃度

項　　　　目

演習

単体、化合物、元素、原子の構造 反応式 反応式のたてかた(目算歩)

希ガス元素の電子配置、陽イオン 反応式のたてかた(未定係数法)
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塩基とは、酸・塩基の強弱

指示薬、中和反応

前期中間試験の解説、分子、電子式 酸、塩基

反応をともなう計算(基本)

イオン結合でできた物質の表し方 反応をともなう計算(過不足)

陰イオン、イオン結合

自学自習の内容

水素ｲｵﾝ濃度、ｐHmolと個数の関係

molと質量の関係

周期表

中和滴定曲線

まとめ 前期末試験の解説 まとめ 学年末試験の解説、授業評価アンケート

後期中間試験の解説、酸とは

後期中間試験

中和滴定
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項　　　　目 内　　　　　　容

演習

物質量 共有結合、金属結合、原子量、分子量、式量

授業評価・理解度 最終回に授業評価アンケートを実施
副担当教員

molと体積の関係 塩の分類とその水溶液の性質

濃度 質量パーセント濃度

備　　考

関連科目

教　科　書 新編化学基礎(東京書籍)

参　考　書 ダイナミックワイド図説化学(東京書籍）、ニューグローバル化学(合冊)(東京書籍）


